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対象者 1732名，調査票の回収率は662名（回収率38. 2 % )で，最終有効回答は516名（有効回答率 
31.1 % )だった.自律性と属性因子間で有意に関連したのは経験年数とリーダー役割だった.ステ 
ップワイズ法で重回帰分析を行った結果，中規模病院の中堅看護師の「専門職の自律性」の関連要 
因として「自己実現」「自己効力」「承認」「リーダーとしての役割」が採択された。決定係数寄与 
率 R 2は 0.53の結果を得た.
【考察】
本研究の対象は、中堅看護師は30歳代から40歳代のキャリアプラトーにあたる年代であった。 
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